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令和４年度当初予算
総額６３５億６，５２１万１千円を可決

令和7年

定例会
3月

会期／
2月27日〜3月25日  27日間

定例会で審議した議案

市長提出案件

委員会提出議案

請願・陳情 １件

同意案件	 １件	 条例制定・改正	 8件
補正予算	 8件	 当初予算	 10件
その他	 ４件

条例改正	 １件	 意見書	 １件

　今期定例会では、一般会計をはじめ各会計の令和７年度
予算を中心に、条例の制定、改正、令和６年度各会計補正
予算など34件の議案が提出され、審議の結果、すべて原案
のとおり同意、可決しました。
　定例会第１日には、市長から、「本年は「たつの市」が
誕生してから、20年の節目を迎える。市制施行20年とい
う節目を、更なる飛躍の年とするべく、市民の皆様と共に
歩み、たつの市の未来への礎を築いていく」と施政方針
演説がありました。

輝く未来へ新たな成長
「未来応援 住みたいまち たつの」

　高校生等医療費について、所得制限及び若年婚姻
者に対する支給制限を撤廃し、全ての高校生等の保険
診療費にかかる自己負担の全額を公費負担します。
　これにより、０歳～高校生までの医療費（保険診
療費分）を完全無料化します。

　結婚に伴う夫婦の新生活の経済的負担を軽減する
ため、若者夫婦の新生活に要する経費の一部を支援
します。
●住宅取得費用、リフォーム費

用、住宅賃借費用、引っ越し
費用等に補助

29歳以下の新婚世帯
上限600千円／世帯

30歳から39歳以下の新婚世帯 
上限300千円／世帯

全ての高校生までの医療費完全無料化 
 5,699千円

結婚新生活支援事業 12,099千円

拡充

　子育て世帯への経済的支援として、中学生のみで
あった学校給食費の無償化について、小学生まで拡充

し、完全無償化します。

　更なる定住促進を図るため、転入者や市内在住の
若者が、新たに住宅を取得する際の経費への支援に
子育て加算を追加します。
●住宅取得支援補助金30万円に18歳以下１人につ

き10万円を加算

学校給食の完全無償化
 327,127千円

新規

定住促進住宅取得支援事業新規

新規

１．未来を“育む”子育て安心のまち

令和７年度当初予算
総額728億1,283万6千円を可決

拡充

拡充
 22,500千円

担当課：国保医療年金課

担当課：町おこし課担当課：町おこし課

担当課：教育総務課、すこやか給食課

●市外の学校等に通学
する児童・生徒につ
いては、学校給食及
び学校給食費相当分
の弁当等の材料に要
する経費を補助
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がん検診の受診推進
 13,938千円

3月定例会令和7年  第1回 

　ＪＲ本竜野駅周辺中心市街地のにぎわいを創出す
るため、ＪＲ本竜野駅前における複合施設の整備に向
けて基本構想を策定します。

　早期に発見・保護をする体制を強化するため、認
知症等ではいかいの可能性がある方に、警察等の
連絡先が表示されるＱＲコード付きシールを配付
します。

　市民の防災意識を高めるため、市制20周年記念と
して、子どもから大人まで幅広い年齢層が楽しく学び
ながら防災を身近に感じることができる体験型防災
アトラクションを実施します。

　消防庁が提供する#7119の短縮番号を用い、急
病やケガの緊急性に関する相談と、症状に応じて受
診可能な医療機関の案内を行う救急電話相談事業
を、兵庫県及び県内市町と共同して実施し、救急需
要への対応や医療機関の負担軽減を図ります。

中心市街地複合施設基本構想策定事業 
 7,205千円

はいかい高齢者支援サービス事業 

防災フェスタ開催事業 3,170千円

救急安心センター事業（#7119）

新規

新規 拡充

　地域スポーツの活性化のため、たつの市初となる人
工芝多目的グラウンドの本格的な工事を開始します。

　エネルギー効率の向上と温室効果ガスの削減のた
め、公共施設110施設（学校施設及び上下水道施設を
除く）の照明器具のＬＥＤ化を実施します。

人工芝多目的グラウンド整備事業新規

公共施設の LED 化推進
 723,000千円

新規

　がんの早期発見・早期治療のため、乳がん検診の
検診費用の助成を拡充し、また、子宮頸がん検診に
おいて新たな検査手法を導入することで、受診率向
上に努めます。
●乳がん検診無料対象者を46歳～61歳の５歳刻み

の者に拡充
●30歳以上の子宮頸がん検診について、細胞診検

査（２年ごと）をHPV検査（５年ごと）へ変更

　疾病の予防・早期発見の促進のため、市民総合健
診において個別医療機関の健診項目に歯科健診、骨
粗しょう症検診の２項目を、生活習慣病予防を図る
特定健診に市独自の検査項目として尿中塩分測定を
追加し、市民の健康増進を図ります。
●無料での歯科健診実施（40，50，60，70，75歳）
●骨粗しょう症検診（40～70歳の５歳刻みの女性）
●尿中塩分測定（30歳以上）

健診項目の充実 5,258千円

新規

新規

拡充

拡充

新規

新規 拡充

２．未来を“描く”持続可能で強靭なまち

３．未来を“支える”生涯健康のまち

拡充
 295,526千円

 284千円

 2,674千円

 
 

 たつの市 ⾒守りSOS ネットワーク 

〇〇〇 

QR ｺｰﾄﾞ 

担当課：社会教育課

担当課：地域包括支援課

担当課：危機管理課

担当課：スポーツ振興課

担当課：健康課

担当課：健康課担当課：健康課

担当課：環境課

人工芝多目的グラウンド整備予定地
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防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

防
犯
カ
メ
ラ
は
防
犯
の
点
に
お
い
て

大
変
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
自
治
会
へ
の

補
助
金
に
よ
る
設
置
で
は
資
金
的
に
困
難

で
あ
る
。
県
や
警
察
、
市
な
ど
に
よ
る
設

置
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

令
和
６
年
度
に
警
察
と
協
議
の
上

で
、
各
中
学
校
区
に
市
費
に
よ
り
計
６
機

の
設
置
を
行
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

県
や
警
察
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
。

広
報
活
動
推
進
事
業

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
媒
体
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
新
聞
の
購
読
者
数
や
テ
レ
ビ
の
視

聴
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
何
か
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

近
年
、
若
年
層
を
中
心
に
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
見
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年

度
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
よ
り

多
く
の
方
に
た
つ
の
市
の
情
報
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
度

一
般
会
計
予
算
質
疑

　市制施行20周年を市民全体で祝い、本市の魅力
を再発見し、シビックプライドや一体感の醸成を図る
ため、令和７年10月上旬に記念式典を開催します。

　お互いの理解を深め、交流を促進するため、障害
のある人もない人も共
に楽しむことができる
ユニバーサルスポーツ
フェスを開催します。

市制施行２０周年記念式典開催事業 6,775千円

ユニバーサルスポーツフェス開催

新規

新規 拡充

　市制施行20周年を記念して、マウンテンバイク全
日本自転車競技選手
権大会を誘致し、大
会運営に対し補助し
ます。

　県民が広く里山への理解を深め、里山を守り育て
る意識の醸成を図
るため、ひょうご里
山フェスタを開催
します。

全日本自転車競技選手権大会の誘致

ひょうご里山フェスタ開催事業
 6,000千円

新規

新規

４．未来へ“繋ぐ”市制施行20周年

拡充

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
事
業

圏
域
形
成
協
定
を
締
結
し
て
10
年
が

経
過
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
発
展

や
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
か
。

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
が
、

圏
域
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
を
め

ぐ
る
よ
う
な
周
遊
ツ
ア
ー
の
企
画
、
ま
た

広
域
版
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

電
子
図
書
館
事
業
の
推
進
な
ど
１
市
だ
け

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
圏
域
で
共
同
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
、
広
く
事
業
効
果
が
波

及
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

公
共
施
設
へ
電
気
自
動
車
の
急
速
充

電
器
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
予
算
を
計
上
し
て
い
る

の
か
。急

速
充
電
器
の
設
置
に
は
費
用
が
か

か
ら
な
い
た
め
、
光
熱
水
費
の
み
の
計
上

で
あ
る
。

公
共
施
設
等
脱
炭
素
化
推
進
事
業

公
共
施
設
に
お
け
る
照
明
器
具
の
全

面
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
公
共
施
設
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

入
れ
替
え
る
の
か
。

学
校
施
設
と
上
下
水
道
の
関
係
施
設

を
除
く
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
照
明
器
具

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
入
れ
替
え
る
。

総
務
生
活
分
科
会

 7,000千円

 3,000千円

担当課：スポーツ振興課

担当課：農林水産課

担当課：総務課

担当課：地域福祉課
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伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保

存
活
用
事
業

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
防
災
計

画
と
た
つ
の
市
地
域
防
災
計
画
と
の
違
い

は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
災
害

を
受
け
た
と
き
に
、
減
災
す
る
た
め
の
防

災
設
備
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
か

を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
た
つ
の
！
移
住
定

住
応
援
事
業

移
住
希
望
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
催
す
る
移
住

相
談
フ
ェ
ア
及
び
本
市
が
実
施
す
る
就
職

フ
ェ
ア
に
出
展
し
、
た
つ
の
市
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

た
め
池
の
廃
止
工
事
は
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
。

受
益
者
の
合
意
を
も
っ
て
、
た
め
池

管
理
者
か
ら
市
に
対
し
、
廃
止
の
申
出
を

受
け
、
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
３
か
所
の
整
備
は
ど

の
地
点
に
な
る
か
。

過
去
に
浸
水
実
績
の
あ
る
市
道
小
宅

揖
西
線
、
市
道
正
條
河
内
線
及
び
市
道
富

永
地
下
道
線
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
３
か
所
を

予
定
し
て
い
る
。

観
光
振
興
計
画
策
定
事
業

事
前
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

市
内
の
主
要
観
光
施
設
20
か
所
に
情

報
端
末
機
を
設
置
し
、
人
流
デ
ー
タ
の
詳

細
な
分
析
調
査
を
実
施
す
る
。

都
市
計
画
道
路
等
整
備
事
業

４
車
線
化
に
向
け
て
商
業
施
設
の
規

模
や
商
圏
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

大
規
模
な
商
業
施
設
が
立
地
し
た
際

の
人
口
比
率
に
応
じ
た
交
通
量
等
を
調
査

し
、
警
察
等
と
協
議
の
上
、
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

地
域
医
療
支
援
事
業

救
急
安
全
セ
ン
タ
ー
事
業
（
＃
７
１
１
９
）

へ
の
参
画
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

兵
庫
県
及
び
県
内
市
町
が
共
同
で
実

施
す
る
も
の
で
、
急
病
や
け
が
で
救
急
車

を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た
際
、
24
時
間
365
日
、

専
門
家
か
ら
症
状
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
へ
の
安
心
を
提
供
す
る
と
と
も
に

不
要
な
救
急
要
請
を
抑
制
す
る
も
の
で

あ
る
。

人
工
芝
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
事
業

施
設
用
地
の
約
５
，
０
０
０
万
円
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

土
地
開
発
基
金
で
購
入
し
て
い
る
土

地
で
あ
り
、
一
般
会
計
で
基
金
か
ら
買
い

戻
し
を
行
う
費
用
で
あ
る
。

3月定例会令和7年  第1回 

中
心
市
街
地
複
合
施
設
基
本
構

想
策
定
事
業

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
。小

宅
公
民
館
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

建
て
替
え
を
す
る
に
当
た
り
、
ま
ち
の
賑

わ
い
等
に
つ
な
が
る
複
合
施
設
を
本
竜
野

駅
前
の
周
辺
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
等
利
用
者
負
担
金

認
定
こ
ど
も
園
等
利
用
者
負
担
金

を
約
１
億
円
計
上
し
て
い
る
が
、
利
用

者
負
担
金
を
無
償
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
料
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
、

３
歳
児
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
こ

ど
も
園
等
を
利
用
し
て
お
り
、
無
償
化
に

よ
り
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
教
室
や
保
育
士
の
確
保
が

課
題
と
な
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
を
続
け
て
い
る
。

中
学
校
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

御
津
中
学
校
の
耐
力
度
調
査
は
文
部

科
学
省
の
基
準
に
従
っ
て
行
う
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
結
果
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

耐
力
度
調
査
の
点
数
が
一
定
の
基
準

を
満
た
し
て
い
れ
ば
長
寿
命
化
改
良
工
事

を
、
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
危
険
建

物
と
な
る
た
め
改
築
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
る
。

経
済
建
設
分
科
会

福
祉
文
教
分
科
会

　

新
年
度
予
算
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員

会
の
各
分
科
会
で
審
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、

緑
文
字　

総
務
生
活
分
科
会

橙
文
字　

福
祉
文
教
分
科
会

青
文
字　

経
済
建
設
分
科
会

　

で
の
主
な
質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決

令和６年度各会計補正予算の内容
　今回の補正は、物価高騰等の影響を受けた事業者等に対する支援に伴う事業費の
計上、国・県の補助事業採択に伴う事業費の追加及び事業費等の確定により補正を必
要とするものについて、一般会計で７億２，６７６万１千円の補正予算を可決しました。

●介護サービス事業所等臨時経済対策事業（3,645万円）
　物価高が続く中で、社会機能の維持に不可欠な役割を担う介護、障害福祉事業所
に対し、補助金を交付することにより、利用者負担の増加を抑制し、安定した経営及び
サービス提供の維持を図る。

一般会計の主な補正内容

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 ７億２，６７６万１千円 ４２２億２，４６７万２千円

土地取得造成事業特別会計 ６８万３千円 ２８５万８千円

国民健康保険事業特別会計 ２，５３０万３千円 ８３億３，２８９万５千円

後期高齢者医療事業特別会計 １億１，１３３万５千円 １４億７，１２３万６千円

介護保険事業特別会計 ２億４，２８５万円 ７３億９，１１４万３千円

病院事業債管理事業特別会計 ２，５１０万円 １億８，８４０万円

水道事業会計 147万３千円 10億8,950万２千円

　

法
の
定
め
る
空
家
等
に
は
該
当
し
な
い

長
屋
及
び
共
同
住
宅
の
一
部
空
き
住
戸
等

に
つ
い
て
措
置
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
な
ど

に
よ
り
近
隣
に
被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
か
。所

有
者
に
対
し
、
適
切
な
管
理
を
求

め
る
助
言
、
指
導
及
び
勧
告
を
行
う
が
、

あ
わ
せ
て
、
条
例
に
お
い
て
緊
急
安
全
措

置
を
定
義
し
、
応
急
的
な
対
応
を
図
る
。

助
言
や
指
導
に
従
わ
な
い
所
有
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

勧
告
に
よ
り
固
定
資
産
税
の
特
例
を

除
外
す
る
な
ど
の
処
分
を
行
う
こ
と
も
あ

る
。

今
回
の
条
例
に
よ
り
共
同
住
宅
や
長

屋
の
空
き
家
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

共
同
住
宅
や
長
屋
の
一
戸
一
戸
の
住

戸
に
対
し
管
理
不
全
法
定
外
空
家
等
を
認

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
助
言
及
び
指
導
と

い
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

空
き
家
内
の
残
置
物
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

に
つ
い
て
は
、
残
置
物
の
処
分
に
当
た
っ

て
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
。

た
つ
の
市
空
き
家
等

対
策
に
関
す
る
条
例

を
制
定

「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
」

実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
、
長
時

間
労
働
是
正
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
請

願
に
つ
い
て

【
請
願
者
】

　
揖
龍
教
職
員
組
合

　
　
執
行
委
員
長
　
鈴
木 

健
祐 

氏

【
紹
介
議
員
】

・
船
引 

宗
俊 

議
員

・
赤
木 

和
雄 

議
員

・
畑
山 

剛
一 

議
員

　
請
願
採
択
に
伴
い
、
福
祉
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
意
見
書
案
が
委
員
会
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
本
市

に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員

の
う
ち
、
１
名
の
任
期
が
６
月
30
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記

の
１
名
の
委
員
の
推
薦
に
同
意
し
ま

し
た
。

山
口 

陽
司 

氏
（
神
岡
町
大
住
寺
）

人
権
擁
護
委
員
の
任
命
に
同
意

請
願
採
択

請
願
採
択
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議案等の名称 議案の説明

市
長
提
出

同
意 人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて 6Pのとおり

令
和
６
年
度
補
正
予
算

たつの市一般会計補正予算（第７号）

6Pのとおり

たつの市土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）
たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
たつの市病院事業債管理事業特別会計補正予算（第１号）
たつの市水道事業会計補正予算（第１号）
たつの市下水道事業会計補正予算（第１号）

条　
　

例

たつの市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定に
ついて

政令が施行されることに伴い、国が定める基準を準用する条例に
ついて所要の改正を行うもの。

たつの市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一
部を改正する条例制定について

政令が施行されることに伴い、本市非常勤消防団員の退職報奨金
に、新たに35年以上の区分を設けるため、所要の改正を行うも
の。

たつの市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及びたつの市
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

法律の一部改正に伴い、関連する条例について、所要の改正を行
うもの。

たつの市職員旅費支給条例の一部を改正する条例制定について 法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。
たつの市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例及びたつの市税条例の一部を改正する条例制定について

法律の一部改正に伴い、規定を引用する条例において所要の改正
をおこなうもの。

たつの市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定について こども医療費助成事業のうち、高校生等の支給制限としての所得
要件等を廃止するため、所要の改正を行うもの。

たつの市空家等対策に関する条例制定について 6Pのとおり
たつの市東觜崎駅地域交流施設条例の一部を改正する条例制定につ
いて

竜野駅地域交流施設が令和７年10月末に完成予定のため、条例
に規定するもの。

そ
の
他

市道の路線認定及び変更について 路線の認定を新規に５路線、路線の変更を1路線行うもの。
財産の取得について（追認）

議会の議決に付すべきところ、議会の議決を経ずに購入してし
まったため、追認を求めるもの。財産の取得について（追認）

財産の取得について（追認）

令
和
７
年
度
予
算

たつの市土地取得造成事業特別会計予算

2P〜5Pのとおり

たつの市揖龍公平委員会事業特別会計予算
たつの市国民健康保険事業特別会計予算
たつの市後期高齢者医療事業特別会計予算
たつの市介護保険事業特別会計予算
たつの市病院事業債管理事業特別会計予算
たつの市水道事業会計予算
たつの市下水道事業会計予算
たつの市国民宿舎事業会計予算

請願 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書採択の請願について 6Pのとおり

委員会提出

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書の提出について 6Pのとおり

たつの市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
制定について 法律の改正に伴い、所要の改正を行うもの。

●令和７年第１回定例会　全会一致で可決した議案

3月定例会令和7年  第1回 

◎お詫びと訂正
　議会だより97号の「賛否が分かれた議案」において、松本良三議員
の賛否の表記に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

【訂正前】 ○
【訂正後】 欠　（当日欠席のため）

議  席  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議　員　名 議 

決 

結 

果

楠
　
明
廣

船
引
宗
俊

柏
原
　
要

宗
實
雅
典

堀
　
　
讓

赤
木
和
雄

和
田
美
奈

高
岸
博
之

柴
田
将
之

木
南
裕
樹

野
本
利
明

桑
野
元
澄

松
本
良
三

三
木
浩
一

山
本
俊
一
郎

角
田
　
勝

永
富
　
靖

肥
塚
康
子

名
村
嘉
洋

畑
山
剛
一議案の名称

令和７年度
当 初 予 算 たつの市一般会計予算 可 議

● 議決結果欄の意味は次のとおり     可決　　　● 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり     賛成     反対   議   議長のため、表決には加わりません。

●令和７年第１回定例会　賛否が分かれた議案

反対
意見

同和問題に突出した人権教育を改め、世界人権宣言に
則った人権教育となるよう求める。また、大阪・関西万
博の会場は、ガス爆発など危険な問題を含んでいる。
子どもたちの安全を守るために、予算案に反対する。
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SHUNICHIRO YAMAMOTO 

山本俊一郎 議員

YOSHIHIRO NAMURA

名村 嘉洋 議員

問
質
表
代

Q&A ２０２５年度　施政方針

Q&A 令和７年度　施政方針より

	

小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償

化
に
つ
い
て
は
、人
口
５
万
人
以
上
の

都
市
で
、兵
庫
県
内
で
も
た
つ
の
市
だ

け
と
「
子
育
て
す
る
な
ら
た
つ
の
市
」

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
施
策
だ

と
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
社

会
情
勢
や
、多
額
の
予
算
が
か
か
る
と

い
う
事
で
実
現
に
は
困
難
が
多
か
っ

た
と
推
察
し
ま
す
が
、
今
回
実
現
に

至
っ
た
要
因
を
お
伺
い
し
ま
す
。

	

不
断
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、
一
定
の
恒
久

的
財
源
を
確
保
出
来
た
事
で
実
現
が

可
能
と
な
っ
た
。

	

現
在
の
給
食
に
関
し
て
は
、
小

宅
小
学
校
・
龍
野
東
中
学
校
の
生
徒

や
保
護
者
か
ら
も
「
温
か
い
状
態
で

届
く
の
で
と
て
も
お
い
し
い
」
と
た

く
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
い
て
お
り
ま

す
。
無
償
化
し
た
後
も
、ど
の
よ
う
な

方
法
で
本
市
の
学
校
給
食
の
魅
力
を

高
め
て
い
か
れ
る
の
か
方
針
を
伺
い

ま
す
。

	

地
元
生
産
者
の
協
力
を
得
て
、

主
食
で
あ
る
米
は
100
％
、野
菜
も
可
能

２
０
２
５
年
度　

施
政
方
針

	

Ｊ
Ｒ
竜
野
駅
周
辺
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
施
策
に
つ
い
て

	

駅
前
南
線
に
つ
い
て
は
４
月

１
日
に
全
線
共
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
交
流
施
設
、

ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
駅
南
広

場
、
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
７
年
度
の
完
成
を
目
指

し
整
備
し
て
い
る
。

	

小
学
生
１
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
全
て
の
児
童
生
徒
の
学
校
給

食
を
完
全
無
償
化
。
高
校
生
等
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
を

撤
廃
し
、
18
歳
以
下
の
医
療
費
を
完

全
無
料
化
を
す
る
。
ま
た
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
相
談
、
支
援
に
努
め
る
と
あ
る
が

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
伺
う
。

	
子
育
て
世
帯
へ
の
軽
減
額
の
平

均
を
令
和
７
年
度
の
予
算
額
か
ら
算

定
す
る
と
年
間
で
約
53
万
３
千
円
、

18
年
間
で
約
959
万
４
千
円
で
あ
る
。

な
限
り
市
内
産
を
使
用
し
て
お
り
、有

機
栽
培
に
よ
る
野
菜
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
代
替
食
な
ど
で

対
応
し
て
い
る
。

　

中
央
・
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

様
々
な
調
理
機
器
な
ど
を
導
入
し
、お

い
し
い
給
食
を
温
か
い
ま
ま
配
食
し

て
い
る
。

	

中
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を

整
備
し
、避
難
所
と
し
て
の
環
境
改
善

と
熱
中
症
対
策
等
を
す
る
と
い
う
事

で
す
が
、使
用
開
始
出
来
る
の
は
い
つ

頃
の
予
定
か
。

	
来
年
の
２
月
頃
を
予
定
し
て

い
る
。

	

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野
駅
周
辺
の

中
心
市
街
地
複
合
施
設
基
本
構
想
策

定
事
業
に
つ
い
て
、現
時
点
で
の
市
の

具
体
的
な
構
想
を
伺
い
ま
す
。
	

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
小
宅
公

民
館
の
建
替
え
を
計
画
す
る
に
当
た

り
、
公
民
館
機
能
は
も
と
よ
り
、
本
竜

野
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
わ
せ

て
、地
域
活
性
化
と
賑
わ
い
を
創
設
す

る
複
合
施
設
と
し
て
の
建
設
に
向
け

て
、基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
少
子
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
い
、
生

活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
強
化
を
図
る
。

	

中
学
校
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
移
行
へ
の
計
画
に
つ
い
て

	

令
和
７
年
度
の
計
画
は
、
市
内

５
校
の
学
校
部
活
動
16
種
目
に
部
活

動
指
導
員
を
配
置
し
、
地
域
連
携
を

進
め
る
。
ま
た
、
中
学
生
を
受
け
入

れ
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
開
拓
を
進
め
、

地
域
展
開
の

種
目
を
増
や

し
て
い
く
。

	

有
害
鳥
獣
対
策
の
自
治
会
支
援

に
つ
い
て

	

野
生
動
物
侵
入
防
止
柵
の
設
置

の
際
に
、新
た
な
金
網
柵
、ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
及
び
電
気
柵
の
設
置
に

対
し
、
業
者
施
工
の
場
合
は
、
事
業

費
の
85
％
を
、
直
接
設
置
の
場
合
は
、

100
％
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
御
津
地
域
の
人
工
芝
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
事
業
に
つ
い
て

●
都
市
公
園
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化

●
龍
野
公
園
・
片
山
公
園
・
中
川
原
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
方
向
性
を
問
う

●
市
民
の
交
通
手
段
を
維
持
す
る
た

め
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う

0898



TAKAKAZU  HATAYAMA

畑山 剛一 議員

YASUKO  KOEZUKA

肥塚 康子 議員

問
質
表
代

Q&A 公共図書館の今後の在り方について

Q&A 令和７年度　施政方針について
「
健
全
で
効
率
的
な
自
治
体
運
営
を

推
進
す
る
」
よ
り

	

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
在
り

方
に
つ
い
て
令
和
７
年
度
に
市
の

方
針
は
示
さ
れ
る
の
か
。

	

Ｊ
Ｒ
本
竜
野
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
の
創
設
を
図
る
た
め
、
駅
前
に
お

け
る
複
合
施
設
の
整
備
に
む
け
た

中
心
市
街
地
複
合
施
設
基
本
構
想
の

策
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
利
用
者

と
調
整
し
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を

除
却
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

御
津
体
育
館
の
再
編
計
画
並

び
に
整
備
は
、ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

	

現
在
建
設
す
る
た
め
の
候
補

地
の
選
定
、
施
設
の
規
模
、
必
要
と

な
る
設
備
、
財
源
の
検
討
な
ど
、
建

設
に
あ
た
っ
て
の
諸
条
件
及
び
課

題
整
理
等
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

７
年
度
は
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理

し
た
う
え
で
再
編
並
び
に
基
本
方

針
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

公
共
図
書
館
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て	

全
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治

体
が
公
共
図
書
館
を
独
自
の
ア
イ
デ

ア
で
市
民
と
共
に
地
域
の
活
性
化
に

取
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
民
間
の

力
を
取
り
入
れ
他
市
で
も
好
評
の
カ

フ
ェ
等
を
併
設
し
て
飲
食
の
で
き
る

市
民
の
憩
い
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
取
組
ん
で
は
ど
う
か
。

	

近
年
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て

は
図
書
館
の
新
築
や
改
築
の
際
に
、

カ
フ
ェ
等
を
併
設
す
る
事
例
も
多
く

あ
る
。
こ
れ
は
、
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
役
割
が
変
化
し
、
居
心
地
の
良

い
空
間
や
交
流
の
拠
点
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
図
書

館
の
改
築
等
に
取
組
む
際
に
は
、
カ

フ
ェ
等
の
併
設
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

環
境
汚
染
に
つ
い
て

	

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
な
ど

が
河
川
や
海
洋
に
流
出
し
、
そ
れ
を

「
大
切
な
命
と
地
域
を
守
る
」
よ
り

	

防
犯
カ
メ
ラ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
各

こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

	

公
立
こ
ど
も
園
・
保
育
所
12
園

小
学
校
16
校
、
中
学
校
５
校
の
全
て

の
学
校
園
所
に
設
置
し
て
い
る
。

	

社
会
教
育
施
設
及
び
社
会
体

育
施
設
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
方
針
は
ど
う
か
。

	

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯
罪

の
発
生
を
抑
止
す
る
と
と
も
に
、
利

用
さ
れ
る
方
の
不
安
感
の
解
消
を

図
る
な
ど
、安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
う
え
で
有
効
な
も
の
で
あ
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
も
迅
速
な

使
用
が
生
存
率
に
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
か
ら
有
効
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
施
設
の
利
用
状
況
や
設
置
費

用
な
ど
を
勘
案
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
及

び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
増
設
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

生
物
が
食
べ
て
死
ぬ
ほ
か
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
っ
て
人
の

体
内
か
ら
検
出
さ
れ
る
問
題
も
起

き
て
お
り
、
健
康
被
害
も
心
配
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
も
党
青
年
局
と
共
に

新
舞
子
浜
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
っ

た
。
た
く
さ
ん
の
ナ
イ
ロ
ン
袋
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
と
一
緒
に
カ
キ
の

養
殖
に
使
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
イ
プ

を
大
量
に
回
収
し
た
。
流
出
対
策
の

徹
底
や
回
収
ま
た
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
パ
イ
プ
の
早
期
導
入
を
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

代
替
素
材
等
の
最
新
技
術
に
つ
い
て

は
、
今
後
実
用
化
さ
れ
た
場
合
に
は

積
極
的
に
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

	

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
本
体
は
リ
サ

イ
ク
ル
法
で
、
自
治
体
が
回
収
し

再
資
源
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

義
務
が
自
治
体
に
は
な
い
。
本
庁
舎

や
支
所
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
、
啓
発
や
回
収
に
取
組
ん
で

は
ど
う
か
。

	

本
市
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
も
資
源
ご
み
と
し
て
分
別

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗

せ
て
い
る
。
今
後
は
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
周
知
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
投
資
的
経
費
に
お
い
て
、
前
年

度
比
＋
48
億
２
，
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
有
利
な
市
債
を
活

用
し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
ど

の
く
ら
い
の
額
が
国
か
ら
補
填
さ

れ
る
の
か
。
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HIROYUKI TAKAGISHI

高岸 博之 議員

KANAME  KASHIHARA

柏原　要 議員

Q&A 市内の都市計画線引き廃止へ積極的検討を

Q&A 歴史的文化遺産の保存と活用	について

令
和
７
年
度 

施
政
方
針
「
歴
史
と

文
化
を
生
か
し
た
個
性
的
で
魅
力
あ

る
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
中
で
、「
継

続
性
・
一
貫
性
の
あ
る
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
、『
た
つ
の
市

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』
を
策

定
し
、
適
切
な
保
存
・
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
文
化
財
の
幅
広
い
活
用

を
図
る
。」
と
あ
る
が

	

策
定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

	

観
光
・
教
育
・
産
業
等
と
連
携

し
保
存
・
活
用
の
た
め
に
必
要
と
な

る
本
市
の
歴
史
文
化
遺
産
の
体
制
を

整
え
、
た
つ
の
市
の
多
様
な
歴
史
文

化
の
継
承
と
、
歴
史
文
化
の
よ
り
一
層

の
魅
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
計
画
策
定
に
着

手
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
学
識
経
験
者
、
連
合

自
治
会
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、文
化
財
の
所
有
者
、市
、県

で
構
成
す
る
た
つ
の
市
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
を
９
月

に
設
置
し
、市
内
の
自
治
会
、企
業
等

市
内
の
都
市
計
画
線
引
き
廃
止
へ
積

極
的
検
討
を

　

１
市
３
町
が
合
併
し
て
20
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
施
策
と
し
て
１
市
３
町
の
枠

組
み
を
超
え
た
、
線
引
き
の
見
直
し

を
打
ち
出
す
べ
き
時
期
が
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
行
の
都
市
計
画
線
引
き
制
度

は
、
昭
和
46
年
に
無
秩
序
な
市
街
地

の
拡
大
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
か

ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

今
と
な
っ
て
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
の
あ
お
り
や
市
街
化
を
調
整
す

る
必
要
性
に
疑
問
を
感
じ
る
状
況
で

あ
り
、
新
宮
地
域
で
は
合
併
時
に
は

予
想
も
し
な
か
っ
た
令
和
４
年
４
月

１
日
付
け
で
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
線
引
き
が
50
年
以
上
続

く
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
行
為
等

に
対
す
る
厳
し
い
制
限
が
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
や
地
域
活
力
の
低
下
に

拍
車
を
か
け
る
状
況
と
な
っ
て
、
増

に
伝
統
行
事
や
所
有
す
る
文
化
財

に
つ
い
て
、
中
学
２
年
生
に
市
内
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
認
知
度

に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
12
月
の
協
議
会
で
結
果
に
つ

い
て
検
証
を
行
っ
た
。
３
月
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
て
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
は
、
令
和
６
年
度
に

調
査
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
現
地
調
査
等
を
行
い
、
文
化

財
の
保
存
、
活
用
に
つ
い
て
の
方
針

及
び
措
置
案
の
策
定
、
令
和
８
年
度

は
、
計
画
の
認
定
に
向
け
て
事
務
を

進
め
て
い
く
。

	

策
定
後
の
展
開
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

	

令
和
９
年
度
か
ら
は
、
計
画
に

定
め
る
保
存
、活
用
の
方
針
、措
置
に

基
づ
い
て
進
め
て
い
く
。

　

文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
計
画
的
・

継
続
的
に
実
施
し
、
市
民
に
文
化
財

の
大
切
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
推
進
し
て

い
く
。

え
続
け
る
空
き
家
の
増
改
築
や
用
途

変
更
な
ど
も
簡
単
で
は
な
く
、
利
活

用
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
、
都
市

計
画
の
定
期
的
な
見
直
し
は
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
街
化
調
整
区
域
と

市
街
化
区
域
の
土
地
の
価
格
格
差
で

あ
っ
た
り
地
域
の
利
用
度
の
制
限
が

あ
り
、
地
域
振
興
に
繋
が
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　

市
は
国
・
県
主
体
の
土
地
利
用

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
「
農
業
も
し
っ

か
り
守
る
」
た
つ
の
市
の
独
自
性

の
あ
る
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
う
っ

た
え
て
、
線
引
き
を
一
か
ら
見
直
す

重
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

以
下
伺
う
。

	

線
引
き
廃
止
の
実
現
可
能
性

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

	

県
内
他
市
の
状
況
を
注
視
し
、

引
き
続
き
調
査
、研
究
し
て
ゆ
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

●
「
景
観
行
政
団
体
」

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

線
引
き
廃
止
に
関
連
し
た
新
宮

地
域
に
つ
い
て

●
過
疎
地
域
に
市
街
化
調
整
区
域

は
必
要
か
。

●
令
和
10
年
４
月
新
宮
小
中
一
貫
校

の
開
校
後
の
現
中
学
校
１
校
・
小

学
校
４
校
が
廃
校
と
な
る
。
そ
の

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
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MINA  WADA

和田 美奈 議員

AKIHIRO KUSUNOKI

楠　 明廣 議員

Q&A やる気とやりがいを持って、創造的に活動ができるたつの市に！

Q&A JR 姫新線の利用促進について（通勤・通学時間帯の増両）

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

	

通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
は
増
両
し

快
適
性
を
確
保
し
な
い
と
、
今
後
も
っ

と
乗
客
は
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
。

	

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
は
、「
通
勤
・

通
学
時
間
帯
は
混
雑
が
見
ら
れ
る
が
、

お
客
様
に
ご
乗
車
い
た
だ
け
て
い
る
」

「
保
有
し
て
い
る
全
車
両
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、増
結
は
困
難
な
状
況
で
あ

る
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
引
き
続
き

強
力
に
要
望
し
て
い
く
。

県
道
44
号
相
生
宍
粟
線
の
進
捗
状
況

	

県
道
44
号
相
生
宍
粟
線
の
開

通
に
向
け
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

	

宍
粟
市
新
病
院
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、救
命
医
療
、防
災
、地
域

交
流
等
、重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
本
市
と
宍
粟
市
が

連
携
し
、兵
庫
県
に
対
し
事
業
実
施
に

向
け
強
く
要
望
し
て
い
く
。

市
道
大
屋
能
地
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

	

数
年
前
に
災
害
で
平
野
橋
が
片

側
通
行
と
な
っ
た
際
に
、
市
道
大
屋

能
地
線
を
迂
回
路
と
し
て
い
た
が
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
事
業

	

地
域
の
中
で
人
と
人
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
状
況
下
に
お

い
て
、こ
の
事
業
は
「
地
域
の
基
盤
づ

く
り
」
そ
の
も
の
。
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
域
・
圏

域
協
議
体
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

圏
域
協
議
体
で
は
、
地
域
の
実
際
の

困
り
ご
と
を
話
し
合
い
、
解
決
に
向

け
て
地
域
の
中
で
様
々
に
実
践
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
一
方
、市
域
協
議

体
で
は
各
圏
域
協
議
体
で
出
て
き
た

課
題
を
市
の
施
策
や
事
業
に
結
び
つ

け
て
も
ら
う
た
め
に
会
議
を
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
年
２
回
の
開
催
で

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

	

今
年
度
は
２
回
だ
っ
た
が
、
今

後
は
年
度
の
中
間
に
も
会
議
を
開
き
、

圏
域
か
ら
出
て
き
た
意
見
を
吸
い
上

げ
、下
半
期
で
何
が
で
き
る
か
市
域
協

議
体
で
も
考
え
て
い
き
た
い
。

	

圏
域
協
議
体
か
ら
出
て
き
た
意

見
か
ら
、本
市
の
事
業
に
つ
な
が
っ
た

道
路
幅
が
狭
く
、
対
向
車
と
す
れ
違

う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
車
の
通
行

の
妨
げ
と
な
る
電
柱
を
移
設
し
、
法

面
を
改
良
す
る
こ
と
で
、
通
行
の
安

全
性
が
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
。

	

電
柱
の
移
設
は
、
老
朽
化
に
よ

る
電
柱
の
更
新
時
に
、通
行
に
支
障
の

な
い
位
置
へ
移
設
す
る
よ
う
占
用
者

と
協
議
し
、
法
面
の
改
良
に
よ
る
道

路
拡
幅
は
、か
な
り
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
調
査
検
討
し
て
い
く
。

市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

	

新
宮
地
域
の
大
き
な
病
院
が

閉
院
し
、
龍
野
地
域
の
病
院
ま
で
市

民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
通
院
で
き

る
よ
う
要
望
を
受
け
て
い
る
が
、
タ

ク
シ
ー
会
社
と
の
協
議
は
、
ど
の
く

ら
い
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

	

現
在
、
た
つ
の
市
デ
マ
ン
ド
交

通
運
行
共
同
体
の
代
表
及
び
各
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、課
題
の
洗
い
出
し
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、交
通
弱
者
の
方
々
に

可
能
な
限
り
満
足
度
の
高
い
公
共
交

通
と
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

取
組
は
い
く
つ
か
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
を
知
ら
ず
、
や
り
が
い
を
感

じ
て
お
ら
れ
な
い
圏
域
協
議
体
の
メ

ン
バ
ー
も
お
ら
れ
る
こ
と
は
残
念
。

し
っ
か
り
共
有
す
る
と
共
に
、事
業
化

し
た
モ
ノ
を
圏
域
協
議
体
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
よ
り
良
い
も
の
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
は
ど
う
か
。

	

こ
れ
ま
で
圏
域
の
意
見
を
反

映
し
て
様
々
な
事
業
を
作
っ
て
き
た

が
、
そ
れ
を
圏
域
に
共
有
し
た
り
返

す
こ
と
が
不
十
分
だ
っ
た
。
今
後
は
、

し
っ
か
り
共
有
し
、そ
こ
か
ら
出
た
意

見
を
事
業
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

事
務
事
業
評
価
の
在
り
方

	

事
務
事
業
評
価
を
行
う
目
的

は
、
①
市
民
へ
の
説
明
責
任
（
透
明

性
と
市
民
参
加
）、
②
職
員
の
意
識
改

革
（
コ
ス
ト
意
識
）、
行
財
政
改
革
の

推
進
。
本
市
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
Ｐ
Ｒ

が
下
手
だ
が
、
本
市
の
強
み
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
も
、
事
務
事
業
評
価
を

市
民
に
公
表
す
る
の
は
ど
う
か
。

	

「
第
３
次
た
つ
の
市
総
合
計
画
」

に
合
わ
せ
、
公
表
内
容
や
公
表
手
法

等
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

継
続
的
な
事
業
の
ス
リ
ム
化

の
た
め
に
「
事
業
減
量
条
例
（
仮
称
）」

を
制
定
を
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
国
道
179
号
平
野
橋
付
近
の
道
路
改
良

●
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
育

む
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

●
市
内
小
・
中
学
校
教
職
員
の
長
時

間
労
働
に
つ
い
て

●
市
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

●
世
界
の
梅
公
園
の
修
繕
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ
の
対
策
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YUZURU  HORI

堀　 讓 議員

１
月
27
日（
月
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

	

28
日（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

  主な議会の動き  
３
月
３
日（
月
）	

第
１
回
定
例
会（
第
２
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会　

全
体
会

	

５
日（
水
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

６
日（
木
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

７
日（
金
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

11
日（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

13
日（
木
）	

第
１
回
定
例
会（
第
３
日
）

	

14
日（
金
）	

第
１
回
定
例
会（
第
４
日
）

	

17
日（
月
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

	

18
日（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会　

全
体
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

	

25
日（
火
）	

第
１
回
定
例
会（
第
５
日
）

４
月
７
日（
月
）	

議
会
広
報
委
員
会

	

14
日（
月
）	

会
派
代
表
者
会
議

	

23
日（
水
）	
観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

２
月
５
日（
水
）	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会（
管
外
行
政
視
察
）

	

12
日（
水
）	

子
育
て
支
援･

少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会（
意
見
交
換
会
）

	

13
日（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会（
市
民
意
見
交
換
会
）

	

20
日（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

27
日（
木
）	

第
１
回
定
例
会（
第
１
日
）

Q&A 新年度予算に関する防災対策

新
年
度
予
算
に
関
す
る
防
災
対
策

	

災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し

て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
が
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
国

よ
り
財
政
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
避
難
所
の
環
境
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
の
対
策
は

あ
る
か
。

	

洪
水
対
策
と
し
て
、
河
川
改
修

工
事
、
排
水
施
設
工
事
を
計
画
的
に

実
施
す
る
。
市
民
へ
の
迅
速
な
情
報

伝
達
に
に
つ
い
て
、
防
災
行
政
無
線

設
備
の
更
新
、
防
災
ア
プ
リ
の
普
及

啓
発
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど

市
民
へ
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
。
避
難
所
対
策
と
し
て
、非
常
食
、

飲
料
水
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、災
害
用

ト
イ
レ
な
ど
備
蓄
品
を
確
保
し
、
空

調
設
備
を
整
備
し
、
熱
中
症
対
策
に

努
め
る
。

	

水
道
事
業
に
つ
い
て
も
防
災
上

の
財
政
措
置
が
さ
れ
て
い
る
。
水
道
管

の
老
朽
化
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

	

上
水
道
管
81
㎞
が
耐
用
年
数

を
経
過
し
、
下
水
道
管
は
耐
用
年
数

を
経
過
し
て
い
な
い
。
管
の
重
要
度

や
老
朽
度
に
よ
り
、
優
先
順
位
を
定

め
て
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
対
策
に
つ
い
て

	

農
業
は
地
方
に
と
っ
て
も
基
幹

産
業
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
」
に
向
け
た
具
体
的
な
対
策

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

	

国
・
県
の
事
業
を
活
用
し
、
農

地
の
区
画
整
理
、
水
路
等
の
整
備
を

進
め
、
農
用
地
の
維
持
管
理
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。
国
・
県
の
補
助
基

準
を
満
た
さ
な
い
部
分
に
お
い
て

は
、市
の
補
足
的
事
業
と
し
て
、農
業

用
施
設
の
維
持
管
理
、
補
修
等
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

	

昨
年
の
コ
メ
不
足
は
た
つ
の
市

で
も
起
こ
っ
た
。
農
業
従
事
者
、
耕

作
地
の
減
少
な
ど
も
影
響
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、対
策
は
取
ら
れ
た
か
。

	

新
規
就
農
者
総
合
支
援
事
業

や
就
農
セ
ミ
ナ
ー
実
施
な
ど
就
農
者

の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
メ

不
足
に
対
し
て
は
、
情
報
収
集
に
努

め
、
学
校
給
食
等
の
契
約
米
に
つ
い

て
は
、影
響
は
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
揖
保
川
の
洪
水
対
策

●
農
地
の
維
持
管
理
対
策
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議場での様子は
YouTubeでも

ご覧いただけます。

▲
YouTubeの
視聴はこちら
からどうぞ。

ぜひ傍聴におこしください！

　市議会の活動状況をより迅速にわかりやすく、
積極的に情報発信を行うことを目的にFacebook
を開設し、本会議や委員会の開催日程や内容な
ど、議会に関する情報を発信しています。

市議会公式フェイスブックアカウントをご存じですか？

ぜひフォロー
してください

　本会議や各委員会では、市民の皆様
の生活に直結する問題が審議されてい
ます。
　皆様の１票で選んだ市議会議員の
活躍の場、どのような方針や考え方で
市政が進められているのか知ることが
できる身近な場、それが本会議や各
委員会です。
　どなたでも傍聴することができ、
一人でも多くの方が傍聴されることが
より良いまちづくりにもつながって
いきます。
　市議会議員が、市民の代表として活
動している姿をぜひご覧ください！

　三議長会（全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会）では、これからの地域

を担う子どもたちに身近な課題を自分のこととして考え、議論し、合意形成を図ることの大切さや、地方

議会・議員の役割を周知するため、若者や子どもに人気の漫画『葬送のフリーレン』のキャラクターを活

用した主権者教育リーフレットを作成しました。

　リーフレットでは、地方議会の役割や地方議会に自分たちの声を届ける方法などが、

子どもたちにも理解しやすい言葉で説明されています。

　ぜひご覧ください。

　市民に開かれた議会として、市政への政策提言等に反映させるため、市民意見交換会の実施希望団体を募集
しています。
　市政やまちづくりに対することを、気軽に議員と話せる場です。
　皆様の率直な意見を、ぜひお聞かせください！

意見交換を希望される場合は、議会事務局へお問合せください。
議会事務局　ＴＥＬ．0791（64）3177　　　FAX．0791（62）4949
　　　　　　メールアドレス　gikai@city.tatsuno.lg.jp

市民意見交換会の実施希望団体を募集します
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議 活 報会 動 告

　学校運営の現状と課題について、教育
管理部から説明を受けました。

　兵庫県揖保川浄化センター及び兵庫
西スラッジセンターの現地視察を実施し
ました。

　市ホームページのリニューアルの概要
及びＳＮＳ等を通じた情報発信につい
て、広報秘書課から説明を受けました。

　本市の角田議長から、新会長市となる
赤穂市議会の土遠議長へ引継ぎを行い
ました。

東京都三鷹市議会自民クラブ視察受入れの様子

茨城県古河市議会議会だより編集委員会視察受入れの様子

行政視察の受け入れ
議会では、本市の特色ある事業等について、全国の自治体議会・
議員の行政視察の受け入れを行っています。

2/ 4

・自立支援配食サービス事業について

埼玉県狭山市議会　公明党

1/30

・空き家バンク事業について
・たつの市隣地統合支援事業について

東京都三鷹市議会　自民クラブ

1/16

・敬老えらべるギフト事業について

青森県三沢市議会　民生常任委員会

1/30

・議会だよりの編集について

茨城県古河市議会　議会だより編集委員会

１
27

２
５

福祉文教常任委員会が所管事務調査
を実施

皮革排水処理対策特別委員会が
管外行政視察を実施

１
28

３
27

総務生活常任委員会が所管事務調査
を実施

兵庫県市議会議長会引継会を開催
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たつの市集落営農連絡協議会

婚活イベントに係る今後の取組についてテーマ

たつの市国民宿舎志んぐ荘・たつの市商工会青年部
　たつの市国民宿舎志んぐ荘とたつの市商工会青年部では、
結婚を希望する男女に、出会いの機会を創出するため、婚活
イベントを開催されています。直近では、令和６年７月と、
令和７年２月に開催されました。今後も複数回開催される
予定ですので、ぜひチェックしてみてください。

【主な意見】
•	婚活イベントの実施方法について、第一印象で一度マッチン
グしてみることや、共同作業を伴う内容とすること、事前の
セミナーを開催することにより、マッチングを高めていけるの
ではないか。
•	マッチングアプリは全国的に広まっているものであるため、
定住自立圏で活用することで、移住婚にも繋がる。移住支援
事業や空き家対策事業、婚活イベントと組み合わせていくこ
とで効果が出てくるのではないか。
•	市としても結婚相談所を設置し、専門の相談員を置くことで
イベントの紹介や相談を受けていく体制も必要であるのでは
ないか。

たつの市国民宿舎志んぐ荘支配人（右）
たつの市商工会青年部長（左）

実施日：令和７年２月１２日（水）

子育て支援・少子化問題
調査特別委員会

たつの市国民宿舎志んぐ荘
たつの市商工会青年部

with

意見交換会

テーマ たつの市の農業の現状と課題について

たつの市集落営農連絡協議会
　たつの市内の営農組合間での情報交換や、行政・JAと協力
体制を図りながら、地域の担い手として企業的な営農組合を
育成するために、平成19年に発足（現在は25団体で構成）。
営農意欲の向上や、収益・経営の安定性を高めるための研修
等を実施され、たつの市の農業の活性化に取り組んでおられ
ます。

【主な意見】
•	今までは個人耕作で管理できたが高齢となり農作業ができ
なくなった。営農自体も現状担い手は高齢者ばかりとなり、
若者が市外へ転出して農業離れが加速して後継者がいな
い。市としては将来の農業をどうやっていくのか。
•	ラジコンで草刈りをして、ロボットまではいかなくても直線
アシストのトラクターなどを駆使して高齢者でも出来るス
マート農業の時代が来ている。市からの補助の情報発信を
お願いしたい。
•	田植えや稲刈りなどの、繁忙期に大学生や高校生など若い
世代向けのバイトを募集等をして農業に興味を持ってくれる
若者を地元から排出していけばどうか。

　市政やまちづくりに対する率直な意見を市民の皆さまから直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に
反映させるため、意見交換会を開催しました。

たつの市集落営農連絡協議会の皆さま

実施日：令和７年２月１３日（木）

経済建設常任委員会

with
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月臨時会・ 月定例会のお知らせ（予定）5 6
臨時会・定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

5/11 12 13 14 15 16 17

6/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

定例会第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

臨時会

（一般質問）
定例会第2日

（一般質問）
定例会第3日

定例会第4日

　中川原公園の一角にある蒸気機関車『C11-200号』。
私が子供の頃からこの場所にあった蒸気機関車は、今も
変わらず訪れる人々を見守ってくれています。お花見が
てら久しぶりに家族で訪れたこの日も、たくさんの桜や
笑い声に囲まれて静かに優しく佇んでいました。
　出会いと別れの春。新しい生活への期待と不安で溢
れた春、旅立つ友を見送り寂しさを感じた春、人それぞ
れいろいろな春があると思います。年齢を重ねるにつれ
取り巻くものが目まぐるしく変わっていきますが、その中
でも自身の中にある変わらないものを大切にしていけれ
ばと思います。

撮影者		土井	知秋	さん（龍野町）
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。
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インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!

変わりゆくものの中に

議会広報委員会

スマートフォンはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

■令和7年4月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177

今号の表紙 表紙写真大募集!

　議会広報委員会では、見やすくわかりや
すい紙面づくりに取組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいただ
き、今後の議会だよりの編集に反映したい
と考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せください。

あなたのご意見をお聞かせください!!

《募集内容》
・	たつの市内の紹介したい場所や季節を感
じられる風景の写真

・	採用されると、たつの市議会だよりの表紙
に掲載されます。

・		過去の写真でも撮影時期は問いません。
・		随時募集していますので、お気軽にご応募
ください。
・	発行予定月は（１月、４月、７月、１０月）の
４回です。

《応募条件》
・	縦長写真
・	３００万画素数以上
・	人物の場合は個人が特定できないもの
・	写真の加工をしていないもの
・	個人の所有物の場合、所有者の承諾を得
たもの

《応募期限》
　たつの市議会公式Facebookへメッセー
ジまたは下記メールアドレスへ画像データ
を送付してください。
　 	gikai@city.tatsuno.lg.jp
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